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第74回国民体育大会中国ブロック大会

　　卓　　　球　　　競　　　技
期　日 　令成元年8月　10日（土）～11日（日）

会　場 　島根県立浜山体育館（カミアリーナ）

主　管 　島根県卓球協会

競　技　会　役　員

会長 石 田 和 也

副会長 依 藤 典 篤 宮 崎 保 正 森 本 孝 之 河 村 建 夫

顧問 山 本 祥 二 川 井 弘 光 南 正 弘 高 田 香 代 子 志 波 英 樹

競技委員長 嘉 本 秀 男

競技副委員長 松 本 秀 樹 河 本 充 昭 仁 井 田 勇 二 小 田 喜 美

審判長 渡 部 誠 治

副審判長 吉 野 隆 弘

審判員 野 津 賢 一 多 田 納 哲 高 尾 洋 安 田 俊 治 田 中 理 恵

成 相 満 安 田 守 平 井 和 雄 藤 原 香 奈 美 蛭 子 牧 子

池 本 由 香 南 波 敦 子 勝 部 加 奈 子 小 島 恭 一 飯 島 典 子

丹 後 高 広 竹 田 幸 雄 土 江 久 美 子 西 谷 美 子 宇 津 井 淳 子

清 家 令 子 多 久 和 肇 山 根 征 代 松 本 修 内 田 法 子

佐 藤 遥 香 多 納 未 喜 磯 遊 捺 美 小 中 千 咲 成 相 陽 香

審判補助員

総務委員長 内 田 成 一

総務委員 成 相 智 恵 子

進行委員長 持 田 俊 司

進行委員 岩 﨑 収 大 菅 達 也

オーダー交換委員長 山 本 祥 二

オーダー交換委員 石 倉 祐 介 相 場 翔 太 柳 楽 淳 一 森 脇 直 紀 小 林 顕 史

大 菅 達 也

記録掲示委員長 佐 貫 弘

記録掲示委員 成 相 智 恵 子

会場・式典委員長 布 野 健 二

会場・式典委員 森 山 勝 相 場 翔 太 柳 楽 淳 一 森 脇 直 紀 小 林 顕 史

受付委員長 山 崎 静 子

受付委員 清 家 令 子 成 相 智 恵 子 佐 藤 遥 香 小 中 千 咲 成 相 陽 香

接待委員 真 庭 恵 里 香

救護委員 渡 邉 克 俊 松 谷 ひ ろ み

競　技　役　員　

出 雲 市 内 高 校 生 卓 球 部 員
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開始式 閉会式

１．開式通告 １．開式通告

２．選手団整列 ２．選手団整列

３．開会宣言 ３．成績発表

４．会長挨拶 ４．表彰状授与

５．来賓祝辞 ５．会長挨拶

６．競技上の注意 ６．閉会宣言

７．選手代表宣誓 ７．選手団退場

８．選手団退場 ８．閉式通告

９．閉式通告

日　時 　2019年8月10日（土）　10時より

場　所 　島根県立浜山体育館（カミアリーナ）多目的室

8月10日（土） 開始式 12時00分

競技開始 12時30分～ 第一試合

14時00分～ 第二試合

15時30分～ 第三試合

8月11日（日） 競技開始 　9時30分～ 第四試合

11時00分～ 第五試合

閉会式 13時～

日　時 　2019年8月10日（土）　　9時30分～　11時30分

　2019年8月11日（日）　　8時30分～　 9時20分

式　次　第

監 督 会 議 日 程

競　技　日　程

練　習　時　間
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競 技 上 の 注 意 
審判長 渡 部 誠 治 

 
本大会は２０１９年（令和元年）６月１日改定・実施の日本卓球ルールを適用して実施する。 
 

１．試合方法について 
① １マッチは全て５ゲームで行う。 
② １試合につき、２コートを使用する。 

 
２．ボール、ラバー、ラケット及びラケットコントロールについて 

① ボールは、（公財）日本卓球協会公認の「40 ㎜ホワイト」プラスチックボールを使用する。 
（ニッタク、バタフライ、ＴＳＰ） 

② ラバーは、ＪＴＴＡまたはＩＴＴＦが公認したことを示すロゴがなければ使用できない。 
③ 外国製ラケットでＪＴＴＡＡの公認マークがないものを使用する場合は、競技開始３０分前までに 

「ラケット使用許可願」を審判長に提出して許可を受け、試合の際は「ラケット使用許可証」を主 
審に呈示する。 

④ ラケットコントロール検査は、主としてマッチ前に無作為で行う。競技者が希望すれば、マッチ前 
にラケットの自主検査を受けることができる。 

 
３．サービスについて 

① サービス開始時にフリーハンドの手のひらを開き、自由に転がる状態でボールをのせ、静止させる。 
② ボールに回転を与えることなく、ボールが手のひらから離れた後１６㎝以上、ほぼ垂直に投げ上げ 

落下する途中を打たなければならない。 
③ サービスを開始してから打球されるまでの間、ボールは常にプレーイングサーフェスより高い位置 

でエンドラインの後方になければならない。またその間、サーバーの体の一部または着用している 
物でボールをレシーバーから隠してはならない。 

 
４．競技用服装について 

① 競技用服装（シャツ、ショーツ、スカート）はＪＴＴＡの公認マークがついている物を着用し、同 
じ服装での対戦を避けるため競技者は色の異なった２種類以上の服装を準備すること。 

② ゼッケンは、２０１９年度の（公財）日本卓球協会指定のものをつけること。 
 
５．抗議、アドバイス、タイムアウトについて 

① 団体戦の抗議は、問題が生じたチームの監督のみが行うことができる。主審または副審による事実 
の判定に対しては抗議することはできない。 

② 成年の部の競技者は、競技が遅れさえしなければ、ラリー中を除いていつでもアドバイスを受ける 
ことができる。少年の部の競技者は、ゲームとゲームの間の休憩時間、あるいは認められた競技の 
中断時間にのみアドバイスを受けることができるが、練習時間終了時とマッチ開始の間はアドバイ 
スを受けることはできない。 

③ 競技者または監督は、１マッチを通じて１分以内の「タイムアウト」を１回要求することができる。 
その際、手で「Ｔ」の字を作るか、または用意されたホワイトカードを使用して、主審にその意思を 
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明確に示すものとする。 
④ タイムアウトの要求に関して、競技者と監督の意見が異なる時は、団体戦の場合は監督の要求が優先 

される。 
 
６．バッドマナーについて 

① 競技者または監督は、相手競技者に対し不当な影響を与え、観客に不快感を与え、またはそのゲーム 
の評判を落とすような、くせや態度を慎まなければならない。 

② 「スロープレー」もバッドマナーと判断される。ポイントが決定した後は、すみやかに次のサービス 
体勢、あるいはレシーブ体勢をとり、みだりに時間をとることがないよう、競技のスピードアップを 
はかること。 

③ 競技者、監督等のバッドマナーについては、競技ルールに従ってペナルティの対象となる。 
 
７．横幕・応援旗の掲示について 

① 幕はタテ１ｍ×ヨコ４ｍを最大寸法とする横幕とし、文字の高さ１５㎝以上２５㎝以内のクラブ名 
（卓球部名）を入れるものとする。 

② 旗はタテ 1.5ｍ×ヨコ２ｍ以内とし、校章・社章またはシンボルマークを中央に入れ、タテかヨコ表 
示のクラブ名（卓球部名）を入れるものとする。 

③ 幕・旗の掲示はチームにおいて各１旗までとする。 
 
８．その他 

① 競技日程・試合開始時間・試合コートなどを確認し、コートへの入場は遅れることのないようにする 
こと。 

② 進行の都合で、試合コートの変更や試合開始時間を変更することがあるので、放送等に注意すること。 
③ 競技領域およびその近辺での携帯電話の使用を禁止する。 
④ カメラ・ビデオ撮影は、選手が自己のプレーを撮影する目的に限定し、１コートに対し１台のみ使用 

することができる。 
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種別 県名
◎ 坂根 康之 倉吉卓球クラブ

野﨑 佑太 日本大学
福本 卓朗 関西大学
田村 涼 日本大学

△ 山本 将輝 鳥取大学
◎ 大菅 甲治 さんびるアカデミー出雲店

内藤 雅明 日本大学

淺津 碧利 中央大学

高橋 和也 関西学院大学

△ 小林 准也 専修大学
◎ 桐野 博史 倉敷化工(株)

木村 勇介 立命館大学
田口 隆 日本大学
柏 友貴 中央大学

△ 金光 航平 近畿大学
◎ 中野 祐介 福山市役所

横山 輝 原田鋼業株式会社
下山 優樹 原田鋼業株式会社
船本 将志 日野自動車株式会社

△ 中林 滉貴 原田鋼業株式会社
◎ 阿部 一道 萩光塩学院高等学校（教）

平野 友樹 株式会社　協和発酵キリン
有延 大夢 株式会社　リコ－
沼村 斉弥 明治大学

△ 千葉 悠平 株式会社　協和発酵バイオ
◎：監督　　　　△：予備登録選手

参　加　者　名　簿

参加選手

成年男子

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県



－8－

種別 県名
◎ 名子平 将人 鳥取敬愛高等学校（教）

宮脇 然 鳥取敬愛高等学校
垣内 啓佑 鳥取敬愛高等学校
末光 悠真 鳥取敬愛高等学校

△ 高橋 慶任 鳥取敬愛高等学校
◎ 古瀬 泰之 出雲北陵高校（教）

山本 駿介 出雲北陵高等学校

山本 歩 出雲北陵高等学校

井上 友希 出雲北陵高等学校

△ 原田 哲多 出雲北陵高等学校
◎ 柏 幸浩 関西高等学校（教）

柏 竹琉 帝京高等学校
国田 広也 関西高等学校
景山 拓海 関西高等学校

△ 藤原 尚人 関西高等学校
◎ 福場 亮博 近畿大学附属広島高等学校福山校（教）

田坂 宗次郎 武田高等学校
木村 仁基 近畿大学附属広島高等学校福山校
寺岡 祐人 広島県立広島商業高等学校

△ 加藤 悠真 近畿大学附属広島高等学校福山校
◎ 橋津 文彦 野田学園高等学校（教）

戸上 隼輔 野田学園高等学校
宮川 昌大 野田学園高等学校
今泉 蓮 野田学園高等学校

△ 松田 歩真 野田学園高等学校
◎ 石田 雅美 倉吉市役所

石田 瑳歩 倉吉東高等学校
宮脇 心和子 鳥取敬愛高等学校
森田 真綾 鳥取敬愛高等学校

△ 窪田 知紗 鳥取敬愛高等学校
◎ 岸 卓臣 明誠高等学校（教）

山﨑 唯愛 明誠U15

郡山 七海 明誠高等学校

古川 未夢羽 明誠高等学校

△ 河野 凪紗 明誠高等学校
◎ 田代 祐大 山陽女子高等学校（教）

原田 季佳 山陽女子高等学校
山形 あすか 山陽女子高等学校
枝廣 愛 就実高等学校

△ 寺坂 美優 就実高等学校
◎ 中島 健太 進徳女子高等学校（教）

泉田 朱音 進徳女子高等学校
大槻 琴音 進徳女子高等学校
大西 友佳 進徳女子高等学校

△ 立川 朋佳 進徳女子高等学校
◎ 松永 將孝 山口県立岩国商業高等学校（教）

徳田 明梨 萩光塩学院高等学校
松島 ほたる 山口県立岩国商業高等学校
浅田 真奈 山口県立岩国商業高等学校

△ 金本 茉実 山口県立岩国商業高等学校
◎：監督　　　　△：予備登録選手

参　加　者　名　簿

参加選手

少年男子

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

少年女子

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県
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　　（成年男子） 【本大会参加数：　2】 　（試合順序）

（A）　 （B）　 （C）　 （D）　　 （E）

　　（少年男子） 【本大会参加数：　3】 　（試合順序）

（A）　 （B）　 （C）　 （D）　　 （E）

　　（少年女子） 【本大会参加数：　2】 　（試合順序）

（A）　 （B）　 （C）　 （D）　　 （E）

【　試合順序　】
第1試合　　　　B-E　　　　C-D 第2試合　　　　A-E　　　　B-C 第3試合　　　　A-D　　　　C-E

第4試合　　　　A-C　　　　B-D 第5試合　　　　A-B　　　　D-E

　広島県　
第5試合

8/12　　11：00～

岡山県
第4試合

山口県
8/12　　9：30～

島根県 鳥取県 岡山県 山口県 　広島県　

島根県
8/11　14：00～

鳥取県
第3試合

8/11　15：30～

第1試合

勝敗
試合
得点

順位
8/11　12：30～

第2試合

　広島県　
8/12　　9：30～

岡山県
第5試合

8/12　　11：00～

第2試合

鳥取県
第3試合

8/11　15：30～

島根県
第4試合

山口県
8/11　14：00～

　広島県　
第5試合

8/12　　11：00～

第1試合

勝敗
試合
得点

順位
8/11　12：30～

　山口県 鳥取県 島根県 　広島県　 岡山県

山口県
第4試合

岡山県
8/12　　9：30～

島根県
8/11　14：00～

鳥取県
第3試合

8/11　15：30～

第1試合

勝敗
試合
得点

順位
8/11　12：30～

島根県 鳥取県 　山口県 岡山県 　広島県　
第2試合

対　戦　組　合　せ
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少
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【
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大
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】
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A
)
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B
)
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)
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D
)

（
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)

山
口
県

鳥
取
県

島
根
県

広
島
県

岡
山
県

山
口
県

鳥
取
県

島
根
県

広
島
県

岡
山
県

勝 敗

試 合 得 点

順 位
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少
年
女
子
　
【
　
本
大
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加
数
：
2
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A
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B
)
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C
)
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D
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E
)
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鳥
取
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岡
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口
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島
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島
根
県

鳥
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岡
山
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山
口
県

広
島
県

勝 敗

試 合 得 点

順 位




